近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
９クール日報（２月２６日～３月１日）
	報告日
天気
	２月２９日（木）
晴れのち雨
	報告者
	滋賀県社協　桒野
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	９クール：中林、山本、前川、髙寄、尾方、川端、土島、髙田、元佐、桒野

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着→移動
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:30ボラ送り出し完了（おもに矢田郷地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
	<本部以外の動き>
1 仮仮置場-希望の丘公園の開設・分別・搬出
・ボランティア活動先からの廃棄物受け入れ
・解体、分別作業済みの廃棄物を奈良市・２ｔ車にて搬出
　→3/2撤収予定。

	
	17:30 終礼
19:00 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
20:30 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V 108名、現地調査26件（一般25件、現場系1件、キャンセル0件）ニーズ対応31件（うち完了31件、継続0件）］
・マッチング班：各班の分け方ならびに案件の組み合わせについて、規模の大小に分けることによって、各班の作業の進み具合を均すことができた。早く終わった班には別の案件のヘルプならびに仮仮置場での作業に回ってもらい、活動時間ぎりぎりまで作業を進めることができた。
・現地調査班：JCボラが15名参加していただいたため、重機での作業が必要な技術系ニーズ12件に訪問。作業を行い、一般ニーズに移行した。
・資機材班：本日より、混雑を避けるため2階で配布するものと1階で配布するものを分け、新たな導線を試行したが、以前より混雑しなかったため継続していく。ただし、本日は班が多かったため、1階での混雑が発生した。
［運営上の工夫・改善等］
〇車両・ドライバー不足について
送迎車両が確保できないため、2つの班を相乗りで送迎することで対応。


	今後の主な予定
	明日3/1日(金)の大きな動き
・９クールから１０クールへの引継ぎ
・４班に分かれてのボランティア活動（ニーズ11件）と仮仮置場の分別および搬出作業。
→ボラ77名参加予定。（県ボラ・国士舘大学ボラ・麻布消防署・イオン）
・現地調査→近ブロからは5名対応する。（全体は7～8班で40件目標）

	調整課題・所感等
	・班が10班＋仮仮置場班に分かれていたため、送り出しまでのオリエンテーションに時間がかかった。→オリエン出来る人を増やすなどの工夫が必要。
・敷材の返却について、ヘルメットが濡れたままもしくは汚れているものが綺麗なヘルメットの置き場所に返却されているケースがある。よって、ヘルメット・ゴーグルに関しては、返却場所と貸出場所を分け、返却場所をわかりやすいところに設置する。
・仮仮置場の廃棄物の量が多くなっており、3/2中の搬出ができるかが厳しい状況。よって、現在の仮仮置場（希望の丘公園テニスコート駐車場）の延長ができないか提案予定。
　→3/1午後の仮仮置場の状況を踏まえ、七尾市の髙木さんに相談する。
・各班での現場での廃棄物の回収について、タンスなどの引き出しに衣服等の回収できないものが入っているケースがいくつかあった。持ちかえされるため注意。

	その他
	・資機材→大森さんが県内いくつかの社協から手袋・ゴーグル追加する。
・3/4より県ボランティアの活動時間が延長される
これまで→10：00～15：00／今後→9：00～16：00
・3/1、3/2 東京の麻布消防署からボランティアが10名参加予定。
・3/2、3/3 和歌山からボランティアが20名参加予定。



